
中
期
的
な
活
動
計
画
に
係
る
期
間
の
終
了
時
に
見
込

ま
れ
る
当
該
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該

実
績
に
つ
い
て
自
己
点
検
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明

ら
か
に
す
る
自
己
点
検
評
価
書

一

中
期
的
な
活
動
計
画
に
係
る
期
間
の
終
了
時
に
見

込
ま
れ
る
当
該
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
。な
お
、

当
該
業
務
の
実
績
が
法
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号

に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
次
の

イ
か
ら
ニ
ま
で
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に

掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
次
の
イ

か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

中
期
的
な
活
動
計
画
の
実
施
状
況

ロ

当
該
期
間
に
お
け
る
業
務
運
営
の
状
況

ハ

当
該
業
務
の
実
績
に
係
る
指
標
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
指
標
及
び
当
該
期
間
に
お
け
る
毎
年
度

の
当
該
指
標
の
数
値

ニ

当
該
期
間
に
お
け
る
毎
年
度
の
当
該
業
務
の
実

績
に
係
る
財
務
情
報
及
び
人
員
に
関
す
る
情
報

二

当
該
業
務
の
実
績
が
法
第
四
十
二
条
第
二
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
前

号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
会
議
が
自
己
点

検
評
価
を
行
っ
た
結
果
。
な
お
、
当
該
自
己
点
検
評

価
を
行
っ
た
結
果
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

イ

中
期
的
な
活
動
計
画
に
定
め
た
目
標
ご
と
の
評

定
及
び
当
該
評
定
を
付
し
た
理
由

ロ

業
務
運
営
上
の
課
題
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
当
該
課
題
及
び
当
該
課
題
に
対
す
る
改
善
方

策
ハ

過
去
の
自
己
点
検
評
価
書
に
記
載
さ
れ
た
改
善

方
策
の
う
ち
そ
の
実
施
が
完
了
し
た
旨
の
記
載
が

な
い
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
実
施
状
況

中
期
的
な
活
動
計
画
に
係
る
期
間
に
お
け
る
業
務
の

実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
己
点
検
評
価
を

行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
す
る
自
己
点
検
評
価
書

一

中
期
的
な
活
動
計
画
に
係
る
期
間
に
お
け
る
業
務

の
実
績
。
な
お
、
当
該
業
務
の
実
績
が
法
第
四
十
二

条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ

る
場
合
に
は
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
、
同
項
第
二
号
か

ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

中
期
的
な
活
動
計
画
の
実
施
状
況

ロ

当
該
期
間
に
お
け
る
業
務
運
営
の
状
況

ハ

当
該
業
務
の
実
績
に
係
る
指
標
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
指
標
及
び
当
該
期
間
に
お
け
る
毎
年
度

の
当
該
指
標
の
数
値

ニ

当
該
期
間
に
お
け
る
毎
年
度
の
当
該
業
務
の
実

績
に
係
る
財
務
情
報
及
び
人
員
に
関
す
る
情
報

二

当
該
業
務
の
実
績
が
法
第
四
十
二
条
第
二
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
前

号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
会
議
が
自
己
点

イ

中
期
的
な
活
動
計
画
に
定
め
た
目
標
ご
と
の
評

定
及
び
当
該
評
定
を
付
し
た
理
由

ロ

業
務
運
営
上
の
課
題
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
当
該
課
題
及
び
当
該
課
題
に
対
す
る
改
善
方

策
ハ

過
去
の
自
己
点
検
評
価
書
に
記
載
さ
れ
た
改
善

方
策
の
う
ち
そ
の
実
施
が
完
了
し
た
旨
の
記
載
が

な
い
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
実
施
状
況

３

会
議
は
、
前
項
に
規
定
す
る
自
己
点
検
評
価
書
を
日
本
学
術
会
議
評
価
委
員
会
に
提
出
し
た
と
き
は
、速
や
か
に
、

当
該
自
己
点
検
評
価
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

検
評
価
を
行
っ
た
結
果
。
な
お
、
当
該
自
己
点
検
評

価
を
行
っ
た
結
果
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
財
務
諸
表
）

第
七
条

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
独
立
行
政
法
人
会
計
基
準
（
平
成
十
一
年
四
月
二

十
七
日
の
中
央
省
庁
等
改
革
推
進
本
部
決
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
独
立
行
政
法
人
の
会
計
に
関
す
る
研
究
の
成
果
と

し
て
公
表
さ
れ
た
基
準
を
い
う
。
第
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
定
め
る
純
資
産
変
動
計
算
書
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
並
び
に
同
基
準
に
定
め
る
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に
相
当
す
る
書
類
と
す
る
。

（
事
業
報
告
書
の
作
成
）

第
八
条

法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

２

事
業
報
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

会
議
の
目
的
及
び
業
務
内
容

二

中
期
的
な
活
動
計
画
に
定
め
た
目
標
の
概
要

三

会
議
の
理
念
並
び
に
運
営
上
の
方
針
及
び
戦
略

四

中
期
的
な
活
動
計
画
及
び
年
度
計
画
の
概
要

五

持
続
的
に
適
正
な
活
動
を
行
う
た
め
の
源
泉

六

業
務
運
営
上
の
課
題
及
び
リ
ス
ク
の
状
況
並
び
に
そ
の
対
応
策

七

業
績
の
適
正
な
評
価
に
資
す
る
情
報

八

業
務
の
成
果
及
び
当
該
業
務
に
要
し
た
資
源

九

予
算
及
び
決
算
の
概
要

十

法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
の
要
約

十
一

財
政
状
態
及
び
運
営
状
況

十
二

内
部
統
制
の
運
用
状
況

十
三

会
議
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

（
財
務
諸
表
等
の
閲
覧
期
間
）

第
九
条

法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
代
え
て
公
告
を
行
う
た
め
の
電
磁
的
方
法
）

第
十
条

法
第
四
十
五
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の

技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ

た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、

当
該
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
方

法
と
す
る
。

２

法
第
四
十
五
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
措
置
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
前
項
に
規
定
す
る
方

法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に

入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。）を
使
用
す
る
も
の
に
よ
る
措
置
と
す
る
。
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